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県
道
泉
佐
野
岩
出
線
（
国
道
24
号﹇
岩
出
町
備
前
﹈
〜

府
県
境
６
・
７
km
）
森
バ
イ
パ
ス
供
用(

昨
年
10
月)

国道480号（かつらぎ町萩原～府県境5.7km）

国道371号
（国道24号［橋本市市脇］
～府県境6.5km）

京奈和自動車道 橋本道路
（橋本市～高野口町11.3km）

近畿自動車道紀勢線 御坊～南部間(21.4km)
供用目標；平成15年内

　紀伊半島に位置し、東海道や山陽道といった国土の

幹線軸から離れている和歌山県。�

　だからこそ開発の波にのみ込まれることなく、豊か

な自然や歴史文化が残されてきたのも事実です。こう

した資源を有効に活用して、21世紀に大きく飛躍発展

するためには、近隣府県をはじめ全国各地との間で人

やモノが行き来しやすいように、高速道路等による広

域交流ネットワークを着実に整備していくことが不可

欠だといえます。�

　国も地方も財政状況が極めて厳しいときですが、必

要性の高い道路については、県自ら全力で取り組むと

ともに、国や関係機関に対して強く事業の促進を働き

かけていきますので、みなさんのご理解・ご協力をよ

ろしくお願いします。�

問い合わせ　県庁道路建設課　t073(441)3095

第二阪和国道
(国道26号和歌山北バイパス)
（和歌山市元寺町～大谷2.2km）
供用目標；平成14年度

那智勝浦道路
(新宮市～那智勝浦町8.9km)



失
業
雇
用
の
問
題

景
気
・
雇
用
対
策
と
し
て
、
緊
急
雇

用
創
出
の
た
め
の
特
別
基
金
、
42
億
５

千
万
円
を
創
設
、
平
成
16
年
度
ま
で
に

概
ね
４
千
人
規
模
の
雇
用
創
出
を
図
る

こ
と
と
し
、
全
体
計
画
を
策
定
中
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、

県
内
中
小
企
業
者
の
制
度
融
資
や
離
職

者
が
創
業
す
る
た
め
の
金
融
支
援
措
置
、

並
び
に
県
産
品
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

県
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

伝
統
工
芸
士
育
成
事
業
の
強
化

平
成
12
年
に
海
南
地
域
の
漆
器
産
地

の
活
性
化
計
画
を
策
定
し
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
漆
器
組
合
が
行
う
事
業
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
漆
器
組

合
及
び
地
元
海
南
市
と
十
分
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
漆
器
産
業
が
新
し
い
時
代

へ
脱
皮
を
図
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
、

積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

都
市
間
交
流
が
も
た
ら
す

地
域
の
活
性
化

都
市
で
職
を
失
っ
た
方
や
、
大
都
市

に
活
動
拠
点
を
持
ち
な
が
ら
若
い
う
ち

か
ら
中
山
間
地
域
に
も
心
の
故
郷
の
よ

う
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
中
山
間
地
域
へ
い

ろ
い
ろ
な
才
能
の
あ
る
人
た
ち
等
を
呼

び
込
み
、
地
方
の
人
々
と
共
に
繁
栄
で

き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
本
県
の
特
性

を
十
分
に
生
か
し
た
都
市
と
の
交
流
を

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

日
高
港
の
振
興：

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

日
高
港
の
供
用
に
向
け
て
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
地
元
商
工
会
議
所
を
中

心
に
設
立
さ
れ
た
日
高
港
振
興
協
会
に

お
い
て
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
取
り
組
み

が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

日
高
港
の
振
興
は
、
地
元
の
熱
意
が

か
ぎ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
皆
様
方

の
絶
大
な
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

市
町
村
合
併

市
町
村
合
併
は
大
変
重
要
な
問
題
で

あ
り
、
県
で
も
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
３
月
と
い
う

法
律
の
期
限
が
あ
り
、
厳
し
い
状
況
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
本
県
で
も
合
併
重
点

支
援
地
域
の
指
定
を
行
い
、
さ
ら
に
そ

れ
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う
い
う
ふ
う
な

対
応
を
と
っ
て
い
く
か
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
そ
し
て
、
住
民

の
方
の
理
解
が
一
番
大
事
で
あ
り
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
合
併
問
題
に
つ
い
て

の
地
元
議
会
や
住
民
の
方
の
理
解
を
高

め
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

国
保
滞
納
者
の
保
険
証
返
還
や

納
付
相
談

国
保
料（
税
）１
年
以
上
の
滞
納
者

に
つ
い
て
は
、
負
担
の
公
平
を
図
る
観

点
か
ら
、
平
成
12
年
度
よ
り
原
則
と
し

て
被
保
険
者
証
の
返
還
と
、
資
格
証
明

書
の
交
付
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

資
格
証
明
書
の
交
付
に
先
立
っ
て
は
、

十
分
な
納
付
相
談
の
機
会
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
特
別
の
事
情
の
有
無
を
把

握
し
て
対
応
す
る
よ
う
、
今
後
と
も
市

町
村
を
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属
病

院
紀
北
分
院
の
充
実

県
立
医
科
大
学
で
は
、
平
成
12
年
度

か
ら
検
討
委
員
会
を
設
け
て
、
診
療
体

制
や
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
鋭
意
検

討
を
進
め
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
、

紀
北
分
院
が
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
ど
う

い
う
形
が
い
い
の
か
、
地
元
の
自
治
体

と
の
間
の
協
力
関
係
を
ど
ん
な
形
で
構

築
し
て
い
き
、
地
域
の
方
々
に
一
番
喜

ば
れ
る
診
療
体
制
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
今
後
も
真
剣
に
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

県
立
高
校
の
学
区
制
撤
廃

従
来
設
け
て
い
た
９
つ
の
学
区
を
、

平
成
15
年
度
入
学
者
選
抜
か
ら
撤
廃
す

る
こ
と
に
な
り
、
生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
興
味
・
関
心
、
適
性
、
進
路
希
望
な

ど
に
応
じ
て
、
学
び
た
い
学
校
を
選
び
、

よ
り
生
き
生
き
と
し
た
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
中
学
生
へ
の
進
路
指
導
は
、
高

校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
等
を
紹
介
し

た
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
」
の
発
行

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

狂
牛
病
に
伴
う
熊
野
牛
等
の
消
費
拡
大

本
年
度
内
に
県
内
す
べ
て
の
牛
に
統

一
し
た
「
背
番
号
制
」
を
導
入
し
、
消

費
者
に
信
頼
さ
れ
る
熊
野
牛
等
の
生
産

体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、「
熊
野
牛
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
協
議
会
」
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

熊
野
牛
の
よ
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
看
板
の
設

置
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
、
消
費
の

拡
大
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
開
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
よ
り
一
層
消
費
者

に
見
て
い
た
だ
き
や
す
い
形
に
編
集
し

て
ま
い
り
た
い
。

中
国
輸
入
農
産
物
の
残
留
農
薬
検
査

検
疫
所
で
は
、
農
薬
の
残
留
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
る
農
産
物
に
つ
い
て
、

適
宜
、
抜
き
取
り
検
査
を
実
施
し
、
違

反
が
あ
れ
ば
廃
棄
等
の
処
分
が
行
わ
れ

て
い
る
。

県
と
し
て
も
、
県
内
で
生
産
・
流
通

し
て
い
る
食
品
等
を
対
象
に
残
留
農
薬

や
添
加
物
等
の
検
査
を
県
衛
生
公
害
研

究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
は
輸
入
食
品
の
安
全
性
に
留

意
し
て
、
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

被
害
予
測
に
基
づ
く
東
南
海
、

南
海
地
震
対
策

こ
れ
ま
で
も
震
災
対
策
計
画
の
策
定

や
地
震
被
害
想
定
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
策
を
は
じ

め
、
種
々
の
地
震
防
災
対
策
を
講
じ
て

き
て
い
る
が
、
今
後
、
国
の
専
門
調
査

会
に
お
け
る
検
討
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
、
市
町

村
と
と
も
に
住
民
に
対
す
る
防
災
知
識

の
普
及
啓
発
を
進
め
る
な
ど
、
地
震
防

災
対
策
の
強
化
に
一
層
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

高
速
道
路
の
整
備
促
進
と
道
路

特
定
財
源
の
見
直
し
問
題

世
の
中
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、

構
造
改
革
は
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
高
速
道
路
は
、
昔
で
い
え

ば
、
鉄
道
の
本
線
で
あ
り
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

た
め
の
財
源
は
何
を
お
い
て
も
確
保
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

県
の
経
済
状
態
が
厳
し
い
の
は
、
高

速
道
路
が
い
ま
だ
に
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
あ
り
、

今
後
と
も
高
速
道
路
や
府
県
間
道
路
の

整
備
に
邁ま

い

進
し
て
い
く
。

今
後
の
小
児
救
急
医
療
体
制

小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
は
、
そ

の
圏
域
の
小
児
人
口
、
医
療
資
源
等
に

制
約
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
体
制
が
整
備
で
き
る
よ
う
市

町
村
や
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
各

保
健
所
単
位
で
協
議
し
な
が
ら
、
小
児

救
急
医
療
支
援
事
業
等
、
国
の
制
度
活

用
を
含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。
少
子
化
が
一
段
と
進
む

中
で
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
15
年
度

か
ら
の
医
療
計
画
で
位
置
づ
け
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

高
校
新
卒
者
の
就
職
難

高
校
生
の
円
滑
な
就
職
等
の
促
進
を

図
る
た
め
、
県
内
の
企
業
見
学
会
を
、

３
年
生
を
対
象
と
し
て
夏
に
実
施
し
た

と
こ
ろ
だ
が
、
早
い
時
期
に
就
職
に
対

す
る
意
識
と
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、

今
回
新
た
に
、
１
、
２
年
生
を
対
象
と

し
た
企
業
見
学
会
を
年
明
け
に
も
実
施

す
る
。
国
の
労
働
局
、
教
育
委
員
会
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
１
人
で
も
多
く
就

職
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

交
通
安
全
対
策

県
内
の
交
通
事
故
は
、
昨
年
同
期
と

比
較
す
る
と
、
死
者
は
減
少
し
て
い
る

が
、
発
生
件
数
と
傷
者
は
、
平
成
４
年

か
ら
９
年
連
続
増
加
し
て
お
り
、
大
変

厳
し
い
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。
死
亡
事

故
の
特
徴
を
み
る
と
、
飲
酒
運
転
の
割

合
が
高
い
こ
と
等
か
ら
、
県
警
と
し
て

は
、
県
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

努
め
る
と
と
も
に
、
飲
酒
運
転
に
対
す

る
重
点
的
・
集
中
的
な
取
り
締
ま
り
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
14
年
に
施
行
さ
れ
る
道

路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
で

は
、
酒
酔
い
運
転
、
無
免
許
運
転
等
の

罰
則
が
最
大
６
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
同
法
の
厳
正
な
運
用
に
も

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

平成14年（2002年）2月1日�2

県議会だより 12月定例会の概要�県議会だより 12月定例会の概要�

県議会12月定例会は、12月３日から12月19

日までの 17日間にわたって開催されました。

開会にあたり、井出議長から新宮様ご誕生

のお祝いを申し上げました。

つづいて、木村知事は平成14年度予算編成

方針について、県民の視点に立った行政の推

進を目指すという観点から、費用対効果の測

定等事業効果の把握に努めながら県政の喫緊

の課題に的確に対応してまいりたいと基本的

な考えを示し、森林・

清流等の自然環境の回

復・再生と新たな雇用

創出のための総合的な

政策である「緑の雇用

事業」への取り組み、

現下の厳しい経済状況

を踏まえた産業政策の

指針となるべき「経済

活性化プログラム」の策定、近畿自動車道紀

勢線の早期整備、下水道整備促進、牛海綿状

脳症対策、橋本市の産業廃棄物問題等につい

て述べました。

そして、雇用・中小企業対策、情報化対策、

牛海綿状脳症対策、緊急テロ対策関連予算な

どを盛り込んだ約63億円の「平成13年度和歌

山県一般会計補正予算」、「国からの交付金に

よる雇用及び就業機会を確保するための和歌

山県緊急雇用創出特別基金の設置、管理及び

処分に関する条例」「政治倫理の確立のための

和歌山県議会の議員の資産等の公開に関する

条例の一部を改正する条例」などの条例案件、

訴訟の提起や工事請負契約案件など23議案が

提案され、いずれも原案どおり可決されまし

た。

また、継続審査中の平成12年度和歌山県歳

入歳出決算、平成12年度和歌山県公営企業決

算は、いずれも認定されました。

請願については２件が採択され、２件が不採

択となり、４件が継続

審査、１件が取り下げ

となりました。

このほか、「急激な景

気悪化から中小企業経

営を守るための効果的

な事業実施を求める決

議」、「近畿自動車道紀

勢線の整備促進に関す

る意見書」、「雇用危機打開に向けた対応と雇

用の確保・創出を求める意見書」、「医療制度

改革に関する意見書」「骨髄バンクの利用にか

かわる医療保険の適用を求める意見書」「食品

衛生法の改正と充実強化を求める意見書」が

可決され、関係機関に送付されました。

質疑及び一般質問には15人の議員が登壇し、

県政各般にわたる諸問題について活発な論議

が展開されました。

主な質問と、これに対する知事や関係当局の

答弁要旨は次のとおりです。（要約抜すい）

平成13年度県一般会計補正予算、県緊急雇用創出特別基
金の設置、管理及び処分に関する条例などの案件を可決

こ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
質
問
項

目
が
あ
り
ま
し
た
。（
抜
す
い
）

●
コ
ス
モ
パ
ー
ク
加
太
の
土
地
区

画
整
理
事
業
の
凍
結

●
生
石
高
原
ス
ス
キ
原
復
元

●
京
都
議
定
書
か
ら
読
み
解
く
21

世
紀
の
和
歌
山
の
挑
戦

●
御
坊
第
二
火
力
発
電
所

●
紀
の
川
工
業
用
水
の
海
南
市
へ

の
移
管

●
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

●
県
民
に
信
頼
さ
れ
る
警
察
行
政

の
推
進

●
下
水
道
整
備

●
学
校
給
食
で
の
牛
肉
の
使
用
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み

●
介
護
保
険
の
問
題
点
と
課
題

●
和
歌
山
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
と
新
宮
地

域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

●
行
政
の
ス
リ
ム
化
と
外
郭
団
体

の
整
理
・
統
合

●
紅
葉
の
山
林
づ
く
り

●
Ｉ
Ｔ
総
合
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

●
喫
煙
対
策



生活習慣病を予防する�

栄養�
腹八分目で�
栄養バランスの�
良い食事を�

休養�
十分な睡眠と趣味など
で気分転換を�

健康的な生活習慣を身につけよう�

たばこ�
様々な病気を�
引き起こす�

運動�
自分に合わせて�
楽しく体を動かそう�

�

飲酒�
適量を守ろう�
目安はビールなら中ビン１本、
日本酒なら一合、ウイスキーな
らダブル１杯まで�

MILK

健康診断を�
受けよう�

40歳を過ぎたら自分の
健康状況をチェック！�

平成14年（2002年）2月1日�3

私たちの大きな関心事のひとつに、「自分や家族の
健康」があります。和歌山県での平均寿命は徐々に伸
びていますが、残念ながら全国平均よりも低くなって
います。死亡原因の約6割は、がん、心臓病、脳卒中
で占められ（下図）、中でもがんは死亡原因の第１位で、
特に肺がんが増え続けています。これらは、生活習慣
が原因となっていることが多く、言い換えれば、生活
習慣を改善することで健康状況は大きく向上します。
生活習慣病をどう防ぐか。その答えは毎日の生活で

のちょっとした工夫にあります。

肺がんや妊娠への影響・・・これらとた

ばこの関係はよく知られています。し

かし、胃潰瘍
かいよう

や高血圧、歯周病、肌荒れ、脱

毛など、身近な病気や症状の原因にもなって

いることはあまり知られていません。

また、最近特に目立つのは未成年者の喫

煙です。若い細胞はたばこの中の発が

ん物質にも敏感に反応します。肺がんについて

言えば、20歳未満でたばこを吸い始めると、吸わない人

の5.7倍も危険です。また、成人はニコチン依存症にな

るまで数年かかりますが、未成年者だとわずか3カ月ほ

どです。こうなるとやめるのはとても難しい。和歌山県

教育委員会が公立学校の敷地内を禁煙にすると決めまし

たが、これは医学的にもとても大きな意

味があるのです。

さらに、たばこを吸っていない人に対

する害も深刻です。たばこの煙は先

から立ち上る副流煙の方が、発がん物質

やその他の有害物質が1.3～46倍も多く

含まれていて、臭いや頭痛・目の痛み等

だけではなく肺がんや虚血性心疾患、肺機

能障害の危険性も高くなります。

たばこをやめようと思っても、これまではなかなか

やめられず、禁煙はとても苦しいものでした。と

ころが、最近はニコチンパッチなど有効な薬が登場し、

禁煙の方法は一気に変わりました。さらに喫煙に代わる

行動を心がけるなど、日常生活の工夫を加えることで禁

煙成功率はぐっとアップしています。県内でも、いくつ

かの医療機関が「禁煙外来」を設けて禁煙を支援してい

ます。最近は、吸える場所も制限されるなど、かえって

禁煙のチャンスです。こういうことをきっかけに、ぜひ

禁煙に挑戦して欲しいですね。健康のためだけでなく、

喫煙場所を探したり、火の元の始末などを気にしたりし

なくて良いので、精神的にもとても楽になりますよ。実

際にやめた人から、自分に自信が持て人生観が変わった

という声もたくさんいただいています。

最前線インタビュー

今は禁煙のチャンス
方法があることを知って欲しいんです

日本赤十字社和歌山医療センター 呼吸器科・禁煙外来 医師　池上達義さん

死亡原因：平成１２年（和歌山県）�

がん２９．５％�

心臓病１６．７％�
脳卒中�
１２．６％�

その他４１．２％�

生活習慣病�

0

1

2

3

4

5

6 喫煙開始年齢と肺がん死亡比�
（吸わない人を１とする）�

１９
歳
以
下�

２０
〜
２４
�

２５
〜
２９
�

３０
〜
３４
�

３５
〜
�

吸
わ
な
い�

5.7

4.7

3.9

2.6

1.5
1

喫煙は肺がんや心臓
病をはじめとして、様々
な病気との関係や妊娠・
出産への悪影響があること
が明らかになってきました。
県ではたばこによる疾病・
死亡をなくそうと、「未成年
者や妊産婦の喫煙対策」「非喫

煙者の保護」「たばこをやめたい人への禁煙
支援」などについて具体的な方向性をまと
めた「県たばこ対策指針」を昨年３月に策
定しました。これを受けて県教育委員会で
は、未成年者の喫煙を防ぐため、４月から
県内の公立学校を全面禁煙にすることを決
定しました。また、県のホームページで禁
煙外来をうけられる医療機関を紹介するな
ど、積極的に取り組んでいます。

禁煙外来実施医療機関のホームページ
http://www.wakayama.go.jp/prefg/05030
0/kinengairai.htm

生活習慣病の多くは、日常の生活習慣を改善することで予防できます。これまで何気なく続けてきた生活
習慣を見直してみましょう。そして、ちょっとした工夫、例えば、まずはよく噛むことを心がけたり、通勤
や買い物で歩く距離をのばしてみるなど、日常生活の簡単なことから一つずつ始めてみてください。自分の
健康をつくり、守っていく主役は、あなたなのです。

どれだけ知っていますか？�
について、�



“今”やらなきゃ！！
地球環境を守り、
子どもたちの未来を守るために

“今”やらなきゃ！！
地球環境を守り、
子どもたちの未来を守るために

国際エネルギースターロゴ
待機時の消費電力が少ないオフィス機
器に付いています。

省エネ性マーク
省エネ型の家電製品(エアコン、蛍光
灯器具、テレビ、冷蔵庫等)に付いてい
ます。

平成14年（2002年）2月1日�5 平成14年（2002年）2月1日�4

減
ら
そ
う
二
酸
化
炭
素(

CO2)

。

実
践
は
「
省
エ
ネ
」
で
！

温
室
効
果
ガ
ス
の
中
で
地
球
温
暖
化
に
最
も
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
が
CO2
で
す
。
CO2
は
、
電
気
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
る
た
め
石
油
や
ガ
ス
等
を
燃
や
す
こ
と
に
よ
り
大
量

に
排
出
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
私
た
ち
が
地
球
温
暖
化
防
止
に
取

り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換

え
れ
ば
「
省
エ
ネ
」
を
実
践
す
る

こ
と
な
の
で
す
。

冷
暖
房
を
ひ
か
え
る

カ
ー
テ
ン
の
活
用
や
衣
服
の
工
夫

に
よ
っ
て
、
弱
め
に
運
転
し
た
り

使
用
時
期
を
遅
ら
せ
た
り
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
冷
暖
房
を
１
℃
分
弱

め
た
だ
け
で
年
間
光
熱
費
が
約
2

千
円
節
約
で
き
ま
す
。

家
電
製
品
の
主
電
源
を
切
る

外
出
時
の
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、

春
・
秋
季
の
エ
ア
コ
ン
等
の
主
電

源
を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
待
機
電
力
を
90
％
減
ら

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
年
間
約
6
千

円
の
電
気
代
節
約
に
な
り
ま
す
。

車
を
使
わ
な
い

通
勤
や
買
い
物
の
際
、
鉄
道
や
バ
ス
、
自
転
車
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。
健
康
増
進
に

も
つ
な
が
る
し
、
週

2
日
往
復
8
km
、
車

の
運
転
を
ひ
か
え
れ

ば
年
間
約
8
千
円
の

ガ
ソ
リ
ン
代
が
節
約

で
き
ま
す
。

車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
ス
ト
ッ
プ

す
る

駐
車
や
長
時
間
停
車
す
る
と
き
は
、
で
き

る
だ
け
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
温

暖
化
防
止
と
同
時
に
大
気
汚
染
防
止
に
も

な
り
ま
す
。
毎
日
5
分
間
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
ス
ト
ッ
プ
す
れ
ば
年
間
約
2
千
円
の
ガ

ソ
リ
ン
代
節
約
と
な
り
ま
す
。

家
族
が
同
じ
部
屋
で
す
ご
す家

族
が
別
々
の
部
屋
で
す
ご

す
と
、
暖
房
や
照
明
も
余
計

に
必
要
に
な
り
ま
す
。
同
じ

部
屋
で
す
ご
し
て
暖
房
と
照

明
を
2
割
減
ら
せ
ば
、
年
間

光
熱
費
が
約
１
万
１
千
円
節

約
で
き
ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
止
め
る

か
ら
だ
を
洗
っ
て
い
る
間
は
シ
ャ
ワ
ー

を
止
め
ま
し
ょ
う
。
30
分
で
浴
槽
が
い

っ
ぱ
い
に
な
る
程
、
お
湯
が
出
て
い
ま

す
。
シ
ャ
ワ
ー
を
1
日
1
分
間
、
家
族
全
員
で
心
が
け
れ
ば
年

間
光
熱
費
が
約
4
千
円
節
約
で
き
ま
す
。

省
エ
ネ
型
の
製
品
・
器
具
を
選
ぶ

家
電
で
は
省
エ
ネ
型
の
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
、
車
な
ら
小
型
車

か
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
を
購
入
す
る
、
あ
る
い
は
、
家
を
建
て

た
り
改
築
す
る
際
は
断
熱
材
や
ペ
ア
ガ
ラ
ス
、
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
を
採
用
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
型
の
製
品
・
器
具
を
使
う
だ

け
で
、
家
庭
か
ら
の
CO2
排
出
量
を
38
〜
59
％
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
節
減
効
果
は
環
境
省
の
試
算
に
よ
る

県
で
は
、「
県
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」
を
策
定

し
、
休
憩
時
間
中
の
消
灯
や
冷
暖
房
の
弱
運
転
な
ど
電

気
・
燃
料
を
は
じ
め
、
水
道
や
コ
ピ
ー
用
紙
等
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
使
用
量
の
削
減
目
標
値
を
掲
げ
て
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

エ
コ
マ
ー
ク
商
品
等
の
環
境
保
全
型
製
品
の
率
先
購
入(

グ

リ
ー
ン
購
入)

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
強
化
す
る
た
め
、
今
年
度
中
に
「
調
達
方
針
」
を
策

定
し
、
来
年
度
か
ら
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
を
守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
人
類
は
も
と
よ
り

生
き
物
す
べ
て
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
差
し
迫
っ
た
課
題
で

す
。
県
や
市
町
村
、
事
業
所
、
そ
し
て
県
民
の
み
な
さ
ん

の
一
致
協
力
し
た
取
り
組
み
こ
そ
が
、
”
今
“
必
要
な
の

で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
　

県
庁
環
境
生
活
総
務
課
t
０
７
３(

４
４
１)

２
６
７
４

地
球
温
暖
化
は

こ
う
し
て
起
こ
る

地
球
の
気
温
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
の
は
、
大
気
中

に
含
ま
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
※
が
、
昼
間
温
め
ら
れ
た
地

面
か
ら
出
る
熱(

赤
外
線)

の
一
部
を
吸
収
し
て
、
夜
間
、

急
激
に
気
温
が
下
が
る
の
を
防
い
で
い
る
か
ら
で
す
。
地

球
温
暖
化
は
、
こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
高
く
な
っ

て
、
宇
宙
に
逃
げ
る
熱
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
起

こ
り
ま
す
。

地
球
の
平
均
気
温
は
、
こ
の
100
年
の
間
に
0.4
〜
0.8
℃
上

昇
し
ま
し
た
。
特
に
１
９
９
５
年
以
降
は
高
温
傾
向
が
目

立
っ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
進
む
と
21
世
紀
の
終
わ
り
に
は

最
大
で
5.8
℃
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
温
室
効
果
ガ
ス
＝
二
酸
化
炭
素(

CO2)

、
メ
タ
ン
、
フ
ロ
ン
類
な
ど

温
暖
化
が
進
む
と
、

ど
う
な
っ
ち
ゃ
う
の
？

海
面
が
上
昇
す
る

南
極
や
北
極
の
氷
河
が
溶
け

た
り
海
水
が
熱
で
膨
張
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
海
の
水
位
が
高
く

な
り
ま
す
。
21
世
紀
の
終
わ
り

に
は
最
大
で
88
cm
上
昇
す
る
と

予
測
さ
れ
、
砂
浜
や
沿
岸
地
域

が
水
没
し
た
り
高
潮
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

自
然
災
害
が
増
加
す
る

台
風
や
集
中
豪
雨
、
洪
水
、

干
ば
つ
等
が
発
生
し
や
す
く
な

り
、
ま
た
そ
の
被
害
の
程
度
も

今
よ
り
大
き
く
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

農
作
物
や
海
産
物
が
変
わ
る
、
減
る

気
候
の
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
、
コ
メ
を
日
本
人
に
な

じ
み
の
な
い
熱
帯
域
の
品
種
に
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
、

病
害
虫
の
被
害
が
増
え
て
収
穫
が
減
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
然
災
害
の
増
加
に
よ
っ
て
農
業
や
水
産
業
に
悪
影
響

が
出
て
、
多
く
の
国

で
食
糧
不
足
と
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
病
気
等
が
発

生
す
る

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
熱
帯
性
の
感
染
症
が

日
本
で
も
流
行
し
た
り
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ(

毒
グ
モ)

な
ど
の
害
虫
の
帰
化
や
生
息

地
域
の
北
上
が
進
み
ま
す
。

赤
外
線�

太
陽
光�

温室効果ガス�

赤
外
線� 太

陽
光�

温室効果ガス�

宇宙への放出�

適度な温室効果� 温室効果ガスが濃い場合�

エコマーク
環境にやさしいと認定された商品に

ついてるマークです。
水をきれいにするための商品もあれ

ば、省エネルギーに配慮したもの、古
紙やペットボトルを再生利用したもの
など、平成13年9月末現在で、約68
種類4,600の商品が登録されています。

「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
池
脇

千
鶴
さ
ん
が
県
庁
に
！

12
月
26
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
ほ
ん
ま
も
ん
」
で
、

ヒ
ロ
イ
ン
山
中
木
葉
を
演
じ
る
女
優
の

池
脇
千
鶴
さ
ん
が
、
熊
野
地
方
で
の
撮
影
の

合
間
を
ぬ
っ
て
県
庁
へ
木
村
知
事
を
訪
ね
ま
し
た
。

「
ロ
ケ
で
た
い
へ
ん
な
の
に
、
来
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
ド
ラ
マ
は
と
て
も
評
判
が
い
い
で

す
ね
。」
と
知
事
が
笑
顔
で
迎
え
る
と
、
少

し
緊
張
気
味
だ
っ
た
池
脇
さ
ん
も
表
情
が

和
ら
い
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

知
事
が
新
聞
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら
「
県

が
出
し
た
新
聞
広
告
の
タ
イ
ト
ル
も
、

ド
ラ
マ
に
あ
や
か
っ
て
『
ほ
ん
ま
も
ん

和
歌
山
』
に
し
た
ん
で
す
よ
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
和
歌
山
の
特
産
品
を
販
売

す
る
『
ふ
る
さ
と
和
歌
山
わ
い
わ
い
市

場
』
の
宣
伝
を
し
た
ら
す
ご
い
反
響
で
、

今
日
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
４
万
件
の

ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
本
当
は
広
告
に

池
脇
さ
ん
の
顔
を
出
し
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
。」
と

言
う
と
、
広
告
の
写
真
を
見
な
が
ら
池
脇
さ
ん
は

「
ド
ラ
マ
で
も
熊
野
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
が
伝
わ
っ

た
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
知
事
が
「
ド
ラ
マ
の
木
葉
さ
ん
の
恋
人
の

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
自
然
の
中
で
仕
事
を
し
た
い

と
い
う
都
会
の
人
に
和
歌
山
へ
来
て
も
ら
っ
て
山
を

守
る
仕
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
、
も
っ
と
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
。」
と
『
緑
の
雇
用
事
業
』

に
ま
で
話
を
踏
み
込
む
と
、
池
脇
さ
ん
は
「
都
会
で

暮
ら
す
人
に
と
っ
て
も
山
は
大
事
。
山
が
荒
れ
て
い

て
は
水
も
き
れ
い
に
な
ら
な
い
し
、
美
味
し
い
魚
も

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。」
と
応
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
こ
の
あ
と
す
ぐ
、
熊
野
に
向
か
い
ま
す
」

と
言
う
池
脇
さ
ん
に
、
知
事
は
「
熊
野
の
お
い
し
い

も
の
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
ロ
ケ
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。
和
歌
山
の
人
は
み
ん
な
応
援
し
て
い
ま
す
。」

と
激
励
し
ま
し
た
。

人権・同和問題学習教材用ドラマ

「おはようの声が響く街に！」
（VHSビデオ）が完成しました

貸出無料！
～おはようと元気な声が響き明るい笑顔が街にあふれる～

差別を受けながらも希望を見いだし、力強く生きる家
族。一方、差別はいけな
いことと知りながら世間
体にこだわる両親の心を
正していく高校生。それ
ぞれの家族の葛藤を描き、
また高齢化社会のなか高
齢者と共に歩むことの大
切さを訴えることで、人
権尊重の社会をめざす感
動のドラマです。（35分）
問い合わせ　

県同和委員会事務局

t073（441）3905

主電源�

OFF

再生紙使用マーク
数字は古紙配合率(％)を示しています。

間伐材マーク
間伐材を利用してつくられた製品に付

いています。

低排出ガス車認定マーク
自動車の排出ガスの低減レベルを、

超、優、良の3段階で示しています。

エコマークをはじめ、いろいろな環境ラベルがあります。環境ラベ
ルの付いた商品を選ぶことは、だれもができる環境への心づかいです。
小さなことの積み重ねが地球規模の成果につながります。

ご存知ですか？
環境ラベル

私たちにとって、かけがえのない地球。

しかし私たちは、豊かで便利な生活を手に入れる一方で、

大切な地球の環境を悪化させ温暖化を引き起こしてしまいました。

私たちには、これまでの生産方法や生活様式を見直し、

よりよい地球環境を次の世代に引き継ぐ責任があります。

ここでは、地球温暖化についての基礎知識と、

それを防止するために身近でできることを紹介します。

あなたの取り組みやすいことからすぐに始めてください。

私たちにとって、かけがえのない地球。

しかし私たちは、豊かで便利な生活を手に入れる一方で、

大切な地球の環境を悪化させ温暖化を引き起こしてしまいました。

私たちには、これまでの生産方法や生活様式を見直し、

よりよい地球環境を次の世代に引き継ぐ責任があります。

ここでは、地球温暖化についての基礎知識と、

それを防止するために身近でできることを紹介します。

あなたの取り組みやすいことからすぐに始めてください。

海面上昇�

同和連載�
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募
　
集�

融
資
な
ど�

非
常
勤
講
師
等
希
望
者
登
録

教
員
の
産
休
・
育
休
等
に
伴
う
補
充

者
や
、
教
科
の
非
常
勤
講
師
及
び
緊

急
雇
用
に
係
る
生
活
相
談
員
等
の
希

望
者
を
登
録
し
ま
す

申
３
月
16
日
ま
で
に
履
歴
書
（
希
望

校
種
、
教
科
名
、
所
有
免
許
状
を
明

記
）
を
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

問
申
込
先

県
営
住
宅
入
居
者

申
込
用
紙
配
布
①
２
月
18
日
〜
３
月

11
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
に

各
振
興
局
建
設
部
（
海
草
振
興
局
を

除
く
）、
橋
本
市
役
所
、
伊
都
郡
内
各

町
村
役
場
、
県
庁
住
宅
課
、
県
住
宅

供
給
公
社
②
３
月
１
〜
20
日
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
に
各
振
興
局
建

設
部
（
海
草
振
興
局
を
除
く
）、
和
歌

山
市
役
所
、
海
南
市
役
所
、
海
草
郡

内
各
町
役
場

申
①
３
月
12
、
13
日
に
伊
都
振
興
局

建
設
部
建
築
課
（
橋
本
市
）
へ
持
参

②
３
月
１
〜
20
日
に
県
住
宅
供
給
公

社
〒
640
―
８
５
６
６
和
歌
山
市
西
汀

丁
26
へ
郵
送

問
①
伊
都
振
興
局
建
設
部
建
築
課
t

０
７
３
６（
33
）４
９
２
２
②
県
住
宅
供

給
公
社
t
０
７
３（
425
）６
８
８
８

宅
地
分
譲

岩
出
紀
泉
台

17
区
画

平
均
面
積
２
２
３
ｍ2

平
均
価
格
１
５
６
９
・
２
万
円

貴
志
川
長
山
団
地

３
区
画

平
均
面
積
２
５
８
ｍ2

平
均
価
格
１
６
０
８
・
３
万
円

新
宮
蜂
伏
団
地

72
区
画

平
均
面
積
２
１
９
ｍ2

平
均
価
格
１
４
４
４
・
４
万
円

申
県
土
地
開
発
公
社
管
理
課

問
申
込
先
t
０
７
３（
448
）１
８
３
３

国
際
理
解
講
座

家
庭
料
理
作
り
と
家
庭
生
活
Ｑ
＆
Ａ

①
ア
メ
リ
カ
講
座
②
フ
ラ
ン
ス
講
座

③
メ
キ
シ
コ
講
座

時
①
３
月
６
日
②
３
月
14
日
③
３

月
19
日
　
各
13
時
30
分
〜

場
粉
河
町
公
民
館

定
各
講
座
20
人
程
度
　
抽

費
１
講
座
千
円
（
賛
助
会
員
500
円
）

申
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
参
加
希

望
講
座
（
複
数
可
）、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
家
庭
生
活
に
関
す
る
質

問
を
記
入
し
、
２
月
20
日
ま
で
に
県

国
際
交
流
協
会
〒
640
―
８
３
１
９
和

歌
山
市
手
平
２
―
１
―
２
和
歌
山
ビ

ッ
グ
愛
８
階
、
FAX
０
７
３（
435
）５
２

４
３

問
申
込
先
t
０
７
３（
435
）５
２
４
０

ゆ
っ
く
ら
り
・
美
浜
（
無
料
）

ラ
ジ
オ
を
持
参
し
、
講
師
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、
煙
樹
ヶ
浜
周
辺
を
歩
く

時
３
月
３
日
　
13
時
　
紀
州
鉄
道
西

御
坊
駅（
御
坊
市
）
集
合

定
200
人
（
先
着
順
）

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
し
、

２
月
20
日
ま
で
に
和
歌
山
放
送
「
ゆ

っ
く
ら
り
・
美
浜
」
係
〒
640
―
８
６

７
７
和
歌
山
市
湊
本
町
３
―
３

問
申
込
先
t
０
７
３（
428
）１
４
３
１
、

県
庁
環
境
生
活
総
務
課

お
も
し
ろ
ル
ア
ー
ク
ラ
フ
ト

日
用
品
を
利
用
し
た
ル
ア
ー
を
作
っ

て
釣
り
を
し
ま
す

時
３
月
２
〜
３
日
（
１
泊
２
日
）

場
紀
北
青
少
年
の
家
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

対
小
学
４
年
〜
高
校
生
　
40
人

費
３
、
１
０
０
円
〜
３
、
６
７
０
円

申
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
年
、
電
話
番
号
、

保
護
者
名
を
記
入
し
、
２
月
16
日
ま
で

に
紀
北
青
少
年
の
家
t
０
７
３
６（
22
）

５
５
３
０
、
FAX
０
７
３
６（
22
）５
５

３
１
、
〒
649
―
７
１
１
２
か
つ
ら
ぎ
町

中
飯
降
１
３
１
７
―
３

問
申
込
先

自
然
観
察
会
「
恐
竜
を
さ
が
せ
」

時
①
３
月
３
日
②
３
月
17
日

集
合
場
所
た
ち
ば
な
養
護
学
校
（
広

川
町
）

対
小
学
１
年
生
以
上
　
各
80
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

申
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
参
加
希
望
日

（
①
又
は
②
）、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
２
月
23
日
ま

で
に
県
立
自
然
博
物
館
「
恐
竜
を
さ

が
せ
」
係
〒
642
―
０
０
０
１
海
南
市

船
尾
370
―
１
※
中
学
生
だ
け
の
参
加

は
保
護
者
氏
名
押
印
の
う
え
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

問
申
込
先
t
０
７
３（
483
）１
７
７
７

紀
の
国
長
寿
大
学

時
４
月
か
ら
１
年
間
、
月
２
回
程
度

場
①
和
歌
山
市
②
田
辺
市

対
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
平
成
15

年
３
月
31
日
現
在
）
各
150
人

費
２
、
０
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
受
講
希
望
場
所
（
①
又

は
②
）、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
３
月

５
日
ま
で
に
①
（財）
県
い
き
い
き
長
寿

社
会
セ
ン
タ
ー
〒
640
―
８
３
１
９
和

歌
山
市
手
平
２
―
１
―
２
和
歌
山
ビ

ッ
グ
愛
７
階
②
田
辺
市
や
す
ら
ぎ
対

策
課
〒
646
―
０
０
３
１
田
辺
市
湊
１

６
１
９
―
８

問
申
込
先
①
t
０
７
３（
435
）５
２
１

４
②
t
０
７
３
９（
26
）４
９
０
２

商
品
知
識
講
座
（
無
料
）

テ
ー
マ
「
漢
方
薬
の
商
品
知
識
〜
漢

方
薬
の
正
し
い
使
い
方
」

時
２
月
21
日
　
13
時
30
分
〜

場
有
田
振
興
局
健
康
福
祉
部（
湯
浅
町
）

定
50
人
（
先
着
順
）

申
電
話
で
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
t

０
７
３（
433
）１
５
５
１

問
申
込
先

わ
か
や
ま
く
ら
し
の
モ
ニ
タ
ー

対
県
内
在
住
で
消
費
者
問
題
や
物
価

問
題
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
20
歳
以

上
の
人
（
公
務
員
を
除
く
）

定
100
人
（
選
考
）

任
期

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
応
募
理
由
を
記

入
し
、
２
月
25
日
ま
で
に
県
庁
県
民

生
活
課
「
わ
か
や
ま
く
ら
し
の
モ
ニ

タ
ー
」
係

問
申
込
先

病
気
の
子
ど
も
を
地
域
で
支
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
病
気
の
子
ど
も
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

講
演
「
種
ま
く
子
ど
も
た
ち
の
そ
ば

で
」
佐
藤
律
子
氏

時
３
月
10
日
　
13
時
〜

場
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
田
辺
市
）

申
２
月
25
日
ま
で
に
、
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
県
子
ど
も
保
健
福
祉
相
談
セ

ン
タ
ー
t
０
７
３（
445
）０
５
２
０
、

FAX
０
７
３（
445
）０
６
０
３

※
一
時
保
育
あ
り

問
申
込
先

ね
こ
の
適
正
飼
養
講
習
会

時
２
月
21
日
　
13
時
30
分
〜

場
西
牟
婁
総
合
庁
舎
（
田
辺
市
）

定
100
人
（
先
着
順
）

問
県
庁
生
活
衛
生
課
、
西
牟
婁
振
興

局
健
康
福
祉
部
衛
生
環
境
課
t
０
７

３
９（
22
）１
２
０
０

犬
の
し
つ
け
方
教
室

時
講
義
＝
２
月
27
日
、
実
技
＝
３
月

11
日
※
実
技
の
み
の
受
講
不
可

場
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
野
上
町
）

対
県
内
在
住
で
犬
の
制
御
が
行
え
る

成
人
（
家
族
の
同
伴
可
）

定
20
組
（
先
着
順
）

申
２
月
13
〜
27
日
に
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
t
０
７
３
（
489
）６
５
０
０

問
申
込
先

初
級
ス
ポ
ー
ツ
教
室

時
４
月
７
日
〜
６
月
22
日

場
県
体
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

申
【
幼
児
・
児
童
】
往
復
ハ
ガ
キ
に

希
望
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
生
年
月
日
）、
新
学
年
、
保
護
者
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
県
体
力
開
発

セ
ン
タ
ー
「
初
級
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

係
〒
640
―
８
３
９
２
和
歌
山
市
中
之

島
２
２
５
２
、【
成
人
】
３
月
３
日
９

時
か
ら
会
場
受
付
（
先
着
順
）

問
会
場
t
０
７
３（
431
）７
１
７
３

わ
か
や
ま
こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
２

コ
ン
サ
ー
ト
（
歌
手
・
木
村
弓
氏
）、

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

（
桃
山
学
院
大
学
教
授
・
石
田
易
司
氏
）、

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座
な
ど

時
３
月
３
日
　
10
〜
16
時

場
貴
志
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

費
無
料
（
整
理
券
必
要
）

問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
t
０

７
３（
435
）５
１
９
４

宝
く
じ
文
化
公
演
「
グ
ッ
チ
裕
三

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

時
３
月
９
日

14
時
〜
、17
時
30
分
〜

場
貴
志
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

費
大
人
２
、
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
、
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
前
売
貴
志
川
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課

問
貴
志
川
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
t
０
７
３
６（
64
）２
２
７
３
、
県

庁
文
化
国
際
課

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

時
・
場
①
２
月
24
日
＝
湯
浅
保
健
所

②
３
月
10
日
＝
県
立
橋
本
体
育
館

（
橋
本
市
社
会
福
祉
大
会
会
場
）

各
10
〜
14
時

対
20
〜
50
歳
ま
で
の
健
康
な
人

申
①
２
月
22
日
ま
で
に
有
田
振
興
局

健
康
福
祉
部
総
務
課
t
０
７
３
７

（
64
）１
２
９
１
②
３
月
８
日
ま
で
に

伊
都
振
興
局
健
康
福
祉
部
総
務
課
t

０
７
３
６（
42
）３
２
１
０

問
各
申
込
先

雇
用
支
援
制
度
説
明
会

内
容

雇
用
支
援
制
度
、
助
成
金
制

度
等
に
つ
い
て

時
・
場
２
月
22
日
＝
紀
州
有
田
商
工

会
議
所
（
有
田
市
）、
２
月
26
日
＝

新
宮
商
工
会
議
所
（
新
宮
市
）、
２
月

27
日
＝
田
辺
商
工
会
議
所
（
田
辺
市
）

各
13
時
30
分
〜

対
中
小
企
業
事
業
主

定
各
100
人
程
度

申
・
問
県
庁
雇
用
推
進
室

県
立
陵
雲
高
校
（
通
信
制
課
程
）

①
普
通
科
＝
高
校
卒
業
資
格
取
得
コ

ー
ス
②
個
人
生
（
普
通
科
の
一
部
科

目
を
履
修
）
③
食
物
（
調
理
実
習
）

④
書
道
②
〜
④
は
生
涯
学
習
コ
ー
ス

定
①
②
制
限
な
し
③
20
人
④
30
人

（
先
着
順
）

申
事
前
面
接
①
②
２
月
14
日
〜
３
月

18
日
、
出
願
受
付
①
〜
④
３
月
１
〜

３
月
30
日

問
陵
雲
高
校
t
０
７
３（
422
）８
４
０
２

創
造
技
術
研
究
開
発
費
補
助
金

対
自
ら
研
究
開
発
を
行
う
県
内
の
中

小
企
業
者
等

対
象
経
費
試
作
品
製
作
等
に
係
る
研

究
開
発
費

補
助
率
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

補
助
金
額
１
件
あ
た
り
500
万
円
以
内

申
２
月
18
日
ま
で
に
県
庁
Ｉ
Ｔ
・
新

産
業
推
進
課

問
県
庁
Ｉ
Ｔ
・
新
産
業
推
進
課

2002.3月�
 月 火 水 木 金 土 日�
     1 2 3�
 4 5 6 7 8 9 10�
 11 12 13 14 15 16 17�
 18 19 20 21 22 23 24�
 25 26 27 28 29 30 31

2002.2月�
 月 火 水 木 金 土 日�
     1 2 3�
 4 5 6 7 8 9 10�
 11 12 13 14 15 16 17�
 18 19 20 21 22 23 24�
 25 26 27 28

団
地
名

戸
数

①

み
ゆ
き
つ
じ
（
新
築
）

橋
本
市

６

栄
谷

４

西
脇
グ
リ
ー
ン

４

三
葛

３

東
松
江

１

楠
見

１

②

ニ
ュ
ー
か
わ
な
が

１

宮
前
駅
前

１

紀
伊

１

小
畑

野
上
町

１

海
南
駅
前

海
南
市

１

鴨
沼

岩
出
町

１

和
歌
山
市

対
象
種
別

教
室
名

曜
日
定
員

成人男女 成人
男性

成人女性 幼児・児童

体　操体　操体操　体操
水
泳水泳

レ
デ
ィ
ー
ス

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

月
・
火

木
・
金

３
歳
児
と
親

火

20

４
〜
６
歳
児

月

小
１
〜
６
年
生

月

１
〜
３
歳
児
と
親

金

４
〜
６
歳
児

木

小
１
〜
２
年
生

土

小
３
〜
６
年
生

日

レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ル
バ
ー

月

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

金

レ
デ
ィ
ー
ス
ウ
ェ
イ
ト

月

レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ

月

メ
ン
ズ
シ
ル
バ
ー

木

メ
ン
ズ
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

金

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ナ
イ
ト

火

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
＆
ス
イ
ム

木

ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

月

ナ
イ
ト
ス
イ
ミ
ン
グ

土

30各502530各50 50各

水　泳

30各

試
　
験�

ご
あ
ん
な
い�

20
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1 人件費の状況（普通会計決算） （単位：千円）

住民基本台帳人口 歳出額 人件費 人件費率 （参考）
平成13年3月31日現在 Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 11年度の人件費率

12年度 1,087,614人 584,314,551 788,177 184,024,650 31.5％ 30.0％
（注）人件費は、一般職の職員の給与、退職手当、共済費のほか、特別職の職員の
給与及び報酬等の普通会計に属する部分について集計したものです。

職 員 数 給　与　費 １人当たり
Ａ 給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ 給与費B/A

13年度 18,363人 85,921,116 16,303,943 38,451,574 140,676,633 7,661
（注）職員数及び給与費は、平成13年度当初予算に計上されたもののうち、一般職
の職員の普通会計に属する部分について集計したものです。

3 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成13年4月1日現在）

和　歌　山　県 国
平均給料月額（円）平均年齢（歳）平均給料月額（円）平均年齢（歳）

一般行政職 361,463 41.8 329,470 40.2
警察職 380,578 42.3 348,528 41.6

高等学校教育職 421,930 44.6 405,944 42.0
小中学校教育職 422,536 44.3 380,374 40.0
技能労務職 354,302 47.5 290,508 48.7

4 職員の初任給の状況（平成13年4月1日現在） （単位：円）

和歌山県 国
決定初任給 採用2年後 初 任 給 採用2年後

一般行政職

警察職

高等学校教育職
小中学校教育職

Ⅰ種
（大卒程度）
Ⅱ種

（短卒程度）
Ⅲ種

（高卒程度）
大学卒
高校卒
大学卒
大学卒

181,400

151,800

141,900

199,900
160,200
202,500
202,500

195,000

174,400

157,700

215,100
181,300
217,900
217,900

Ⅰ種　184,200
Ⅱ種　174,400

151,800

141,900

202,600
160,200
195,300
195,300

203,800
188,900

163,800

151,800

218,100
174,100
210,100
210,100

5 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
（平成13年4月1日現在）（単位：円）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
大学卒 287,820 338,942 396,617     
高校卒 243,524 284,260 336,714
大学卒 309,209 357,071 407,728
高校卒 269,219 315,585 359,364 

高等学校教育職 大学卒 330,317 384,712 422,355
小中学校教育職 大学卒 332,934 388,323 419,944
技能労務職 高校卒 205,575 255,650 302,354   

6 一般行政職の級別職員数の状況　　 （平成13年4月1日現在）

区　　　分

一般行政職

警察職

11級
10級
9級
8級
7級
6級
5級
4級
3級
2級
1級
計

部長
次長・審議監
参事・課長

課長･副課長･課長補佐
班長・主任
主査

主査・副主査
副主査・主事・技師
主事・技師
主事・技師
主事・技師

職員数 構成比 参　考
（人） （％） 1年前 5年前

31
31
122

1,152
1,001
537
256
762
370
221
51

4,534 

0.7
0.7
2.7
25.4
22.1
11.8
5.6
16.8
8.2
4.9
1.1

100.0

0.6
0.7
2.9
25.6
19.8
10.8
8.0
15.8
9.2
5.5
1.1

100.0

0.5
0.7
2.4
22.4
19.0
11.1
5.5
22.3
5.8
7.8
2.5

100.0

（2）退職手当
退職時の給料月額に勤続年数に応じた支給率を乗じて支給されています。

自己都合（月分） 勧奨･定年（月分）
21.0 28.875 
33.75 44.55 同じ
47.5 62.7
60.0 62.7

定年前早期退職特例措置（2 ～30％加算）※ 定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

1～2号給 1号俸
2,364千円 31,375千円 －

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高支給限度額

支
給
率

その他加算措置
退職時特別昇給
１人当たり平均

（3）調整手当（平成13年4月1日現在）
民間賃金、生計費等が高い地域に勤務する職員や採用困難な医師・歯科医師
に対して支給される手当です。

甲 地 乙 地 その他 医師･歯科医師
支給対象地域 東京都 大阪市 和歌山市 和歌山市

特別区 以外の県内
支給率（％） 12 10 3 1.5 10

支給対象職員数（人） 71 58 8,968 9,680 28
国の制度（支給率）（％） 12 10 3 － 10 
支給対象職員１人当たり平均
支給年額（12年度決算）（円）

－

115,256円

（1）期末・勤勉手当
民間のボーナスに相当するもので、国と同じ支給割合です。

区　　分 6月期 12月期 3月期 計
期末手当 1.45月分 1.55月分 0.55月分 3.55月分
勤勉手当 0.60月分 0.55月分 － 1.15月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

7 職員手当の状況

区　分 和　歌　山　県 国

（4）特殊勤務手当（平成12年度の状況）
著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務等に従事する職員に対して支給さ
れる手当です。

全　職　種
43.2％

128,325円
58

へき地手当、教員特殊業務手当、病院看護
業務等手当、刑事手当、教員連絡業務手当
教員特殊業務手当、教育業務連絡指導手当、夜間
特殊業務手当、病院看護業務等手当、へき地手当

区　　　分
職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給年額
手当の種類（手当数）

支給額の多い手当

多くの職員に支給
されている手当

（5）時間外勤務手当

支　給　総　額 3,750,190千円
職員１人当たり平均支給年額 529千円

支　給　総　額 3,317,813千円
職員１人当たり平均支給年額 471千円

平成11年度

平成12年度

（6）扶養手当
民間の家族手当に相当するもので、国と同じ制度です。

区　分　

支給額

（7）住居手当

支　給　要　件　　　　和 歌 山 県　　　　　　国
住居を借り受け月額12,000円を超える
家賃を支払っている職員（借家） 借家　最高 27,000円　 借家　最高27,000円
自宅を所有している職員（自宅） 自宅 4,600円　 自宅 2,500円

5年経過後 1,000円

期末手当 6月期1.45月分 12月期1.55月分 3月期0.55月分 計3.55月分

区　分 報酬等（円） 区　分 報酬等（円）
知　事 1,251,300 議　長 1,010,000
副知事 979,700 副議長 860,000
出納長 834,200 議　員 820,000

8 特別職の報酬等の状況　　　　　　 （平成13年4月1日現在）

代表的
な手当
の名称

配偶者

16,000円

配偶者以外の扶
養親族2人まで
6,000円

配偶者がいない職員の
扶養親族のうち１人

11,000円

その他の
扶養親族
3,000円

満16歳から
満22歳までの子
5,000円加算

（8）通勤手当

支 給 要 件　　　 和　歌　山　県 国

通勤距離が片道2ｋｍ
以上で、交通機関を
利用し或いは交通用
具を使用して通勤し
ている職員

交通機関　全額支給限度額53,000円
最高支給限度額　 無

（53,000円との差額1/2加算）
交通用具（二輪）限度額20,900円

（四輪）限度額44,300円

交通機関　全額支給限度額45,000円
最高支給限度額50,000円

交通用具（二輪）限度額20,900円
（四輪）限度額20,900円

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
教　　育
警　　察
小　　計

病 院
そ の 他
小　　計

一
般
行
政
部
門

(1)主な増員理由
・ＩＴ戦略、情報化推進体制の強化
・政策立案・政策評価業務の増
・廃棄物対策体制の強化
・観光振興体制の強化
(2)主な減員理由
・庶務集中化に伴う内部管理業
務の減

・市町村健診受託業務の減

児童生徒数減少による教職員の減員等
早期退職者の増

欠員補充等
企業局事業完了に伴う減

9 部門別職員数の状況　　　　　　　　 （各年4月1日現在）

区　分 職 員 数
部　門 平成12年 平成13年

増減数 増 減 理 由 等

部
門

特
別
行
政

普 通 会 計 計

合　　計

39
807
168
401
489
81

1,051
207
963

4,206
11,038
2,333
13,371
17,577
1,233
133

1,366
18,943

会
計
部
門

公
営
企
業
等

39
812
166
399
472
79

1,053
203
958

4,181
10,915
2,313
13,228
17,409
1,269
130

1,399
18,808

0
5

△ 2
△ 2
△ 17
△ 2

2
△ 4
△ 5
△ 25
△123
△ 20
△143
△168
36

△ 3
33

△135
（注）職員数は一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時職員を除いている。

10 定員管理計画の数値目標等
(1) 実施期間　平成11年度から平成15年度まで
(2) 定員管理目標
ア 知事部局（県立医科大学を除く） 約100人削減
イ 教育委員会（教職員） 約500人削減
教職員以外の職員 抑制に努力

ウ 企業局、各種委員会、
警察本部（警察官以外）

抑制に努力

(3) 定員管理手法　
事務事業の整理合理化や行政事務の簡素化、事務改善等を積極的に

推進するなど、行政サービスを低下させずに事務の効率化を図りなが
ら、職員の削減を行う。
(4) 進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　 （数字は条例定数、単位：人）

実質収支

区　　　分

区　分

区　分

区 分 標準的な職務内容

※平成13年から職員の退職の勧奨を一層促進し、職員構成の平準化、財政負担の
軽減を図るため独自の加算措置を設けました。

※厳しい財政状況を踏まえ、平成13年度は知事・副知事・出納長の給料を3％減額
しています。

今、和歌山県では、財政再建が大きな課題になってお

り、次の世代に過大な負担を残すことのないよう、徹底

した行財政改革に取り組んでいます。その一環として、

平成13年度は、職員（県職員、教職員、警察職員）の給

料の一部をカットしました。平成14年度においても給料

の一部をカットする予定です。今後とも、県は、すべて

の分野に聖域を設けず歳出の見直しに努めていきますの

で、県民のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

※平成12年度から、手当の廃止、支給条件の限定などの大幅見直しを行っています。

2 職員給与費の状況（普通会計予算） （単位：千円）

※平成13年度は、厳しい財政状況を踏まえ経験年数25年以上の職員を中心に給料
の2％を減額しています。

計画時 平成11年度まで 平成12年度 平成13～15年度 数値目標
知事部局 4,364 4,364 4,334 4,264
削 減 数 0 △30 △70 △100
教育委員会 11,335 11,287 11,175 10,835
削 減 数 △48 △112 △340 △500

県職員（一般、警察、教育）の給与等の現状

県の組織や外郭団体の今後のあり方な
どについてご意見を募集します。
県では、行政組織等検討懇話会を設置し、振興局、試験

研究機関や外郭団体の見直しを進めています。

懇話会では見直しに当たっての考え方を「中間とりまと

め」として公表しました。皆さんのご意見を今後の検討

に反映させていきたいと考えています。たくさんのご意

見をお待ちしています。

申 ２月28日までに県庁人事課FAX073（422）9312、Eメ

ールjinjika@office.wakayama.go.jp
※お寄せいただいたご意見に対して県から回答は行いませんので、
あらかじめご了承ください。
※「中間とりまとめ」は、県庁人事課又は各振興局県民行政部総務課
で配布。郵送希望者は人事課までご連絡ください。また、県のホーム
ページにも掲載しています。

問 県庁人事課

りぃぶる出前講座
「笑顔、いつも心に」
講師 桂文喬（落語家）
時 2月17日 13時30分～
場 野上町中央公民館
定 100人（先着順）
費 無料
申 2月14日までにりぃぶる
※一時保育は2月8日まで

ビューティフル・セミナー
～あなたのキレイを

アピール！～
身だしなみや化粧について
時 2月19日 13時30分～
場 りぃぶる
定 女性30人（先着順）
申 2月15日までにりぃぶる
※一時保育希望は2月8日
まで

女性学セミナー
～あなたに元気と勇気を～
女性に関わる法律、家族・
夫婦の関係について
講師 朴木佳緒留 他
時 3月2、5、11日
場 りぃぶる
定 30人（先着順）
申 2月28日までにりぃぶる
※一時保育希望は2月22
日まで

申込方法・問　電話又はＦＡＸ、Ｅメールに住所、氏名、年齢、電話番号、希望講
座名を記入し、りぃぶる〒640―8319和歌山市手平2―1―2和歌山ビッグ愛9階
t 073（435）5245  FAX 073（435）5247
Eメール e0315012@office.wakayama.go.jp

バスでふるさとの歴史と伝統文化
を体験します
時 3月28日　9時～
コース 県民文化会館→根来寺・
岩出町民俗資料館→植物公園緑花
センター（ガーデニング体験）→
紀州漆器伝統産業会館（蒔

まき

絵体験）
対県内の小学生とその保護者
（原則2人一組）40組　抽
費一組4,500円（体験料含む）
申ハガキに2人の住所、氏名、学
年又は年齢、電話番号を記入し、
2月21日までに県庁広報室
問県庁広報室

こどもふるさと探険隊

問い合わせ　県庁人事課

※

※

※
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今月の健康特集はいかがでしたか？私は、タバコの
話が衝撃的でした。どちらかと言えば、タバコを吸
ってる時より、禁煙している今の方がドキッ！です。

なかなか、そう簡単には止められないんですよね。気持ちは十
分わかりますが、これを契機に一度挑戦してみませんか？禁煙
なんて意外と簡単ですよ。何回でもできるんですから。まずは、
そんな気持ちで始めてみるのもいいかもしれません。現在、3
度目の正直で、禁煙（休煙？）実施中の私が保証します。（達）

県植物公園緑花センター t0736（62）4029
水彩画教室作品展　　　　　 2月9日～3月3日

やさしいバラの育て方※　　　 2月24日

庭木の健康管理※　　　　　　 3月3日

洋ランの育て方※　　　　　　 3月9日

春ラン展　　　　　　　　　 3月9～10日

楽しい盆栽の作り方※　　　　　 3月17日

※は事前申込必要

交通事故相談 t073（441）2359
【常設相談】月～金曜日（東牟婁振興局t0735
（22）8551は水曜日を除く）

場所 県庁交通事故相談所、東牟婁振興局

【弁護士による相談】●県庁交通事故相談所　2月
18日、3月4日　受付 13～14時　●東牟婁振興局
2月22日、3月8日　受付 正午まで（電話予約必要）

【巡回相談】●伊都振興局　2月27日　●西牟婁振
興局　3月13日　受付 11～15時

県民相談 t073（441）2356
【常設相談】月～金曜日　場所 県庁県民相談室

【弁護士による相談】①2月22日　②3月8日　

場所 県庁県民相談室　電話予約受付 ①2月12
日～　②2月25日～（各先着20人）

【移動相談】①2月21日金屋町・文化保健センター
②2月25日古座町・町民文化センター　③3月12日
橋本市・原田区民会館　電話予約 ①有田振興局

t0737（64）1255  ②東牟婁振興局t0735（21）
9605  ③伊都振興局t0736（33）4900へ（各先着
10人）

高齢者相談 t073（435）5212
【常設相談】月～金曜日

【専門相談】医療、リハビリ、保険・年金、税金、栄養、
住宅、法律、健康　※日時はお問い合せください。

【弁護士による相談】3月15日（電話予約必要）

場所　県高齢者総合相談センター（和歌山ビッグ愛7階）
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野上町ふれあい公園を舞台にクロスカントリー＆クォー

ターマラソンが、去る12月9日開催されました。

12年7月にオープンしたこの公園は、高原上の地形を活

かしたつくりになっており、この起伏に富んだ地形を楽し

むスポーツイベントとしてクロスカントリーに着目した町

が、今回初めて開催しました。

当日は、絶好のランニング日和。クロスカントリーの急

な上り坂では、一気に駆け上がる人もあればフーフー肩で

息をする人もありましたが、小学生から最高齢70歳の参加

者まで、みなさん高原の大自然を駆け抜ける爽
そう

快さを満喫

していました。

子育てに関する情報をインターネットで提供！

子育て支援施設、相談機関、おでかけスポットなどの情報を検索できます。

問い合わせ　県庁子育て推進課t073（441）2497
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自動車税は、4月1日現在の自動車の所

有者（使用者）に課税される税金です。3月

までに転売や下取りに出された場合でも陸

運支局で手続をしないといつまでも課税さ

れます。

また、3月は自動車登録関係の申請件数が

最も多い月です。特に月末になると窓口が

非常に混雑します。名義変更や廃車の手続

は、できるだけお早めに和歌山陸運支局登

録部門（和歌山市）t073（422）2154へ

確定申告は自分で書いて、お早めに！

平成13年分の所得税・贈与税、県・市

町村民税、個人事業税の申告期限は3月15

日までです。所得税の確定申告をすれば、

県・市町村民税、個人事業税の申告は不要

です。また、個人事業者の消費税・地方消

費税の確定申告書提出は4月1日までです。

各税務署では、地区申告相談所を開設し

ています。

問 各税務署、各振興局県民行政部税務課

（海草は税務部）、各市町村役場税務担当課

自動車の登録手続はお早めに！
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なかつ保育所（中津村）那智勝浦町立下里中学校

和歌山県�
市町村対抗�
ジュニア駅伝大会�

第1回�

2月17日12時 県庁前スタート
県内各市町村の小中学生代表が和歌
山市内（県庁～和歌山マリーナシテ
ィ）の20Km・8区間を駅伝競走し
ます。ぜひ応援にお越しください。

なお、当日11時40分～14時の間、
区間ごとに順次交通規制・解除を
行いますのでご協力ください。

問 県教育委員会スポーツ健康課
t073（441）3695

http://wave.wakayama.go.jp/kosodate/
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